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発行日　平成26年3月1日
発行者　衣川台自治会総務部
世帯数　327世帯

新年度の衣川台自治会役員選出は、平成25年11
月の衣川台自治会定例役員会席上、次年度役員候補
の選出を議題としてスタートしました。衣川台自
治会規約の役員選出細則にもとづき、組長を選出す
ることが第一歩です。「あらかじめ定められた順番
によって組長を選出する。組長が幹事に就任する。」
と規約で示されており、今年度の各組長は役員就任
順位を示した会員名簿にもとづき当該者に次年度
組長候補である旨をお知らせしました。一方、組長
の就任辞退権が役員選出細則にあります。
「75歳以上の世帯主で、世帯主に代わり組長候補
となる世帯員がいない場合、または、それ以外で特
殊な事情で辞退を申し出る場合、組内自治会員の皆
さんと当年度三役で協議し、辞退を認めるかどうか
決定する。」と示されています。
新年度は組長の就任辞退者が多くありましたが、

それぞれ組内自治会員の皆さんの承認により、各組
とも次年度組長候補者が選出されました。

平成25年12月の衣川台自治会定例役員会では、
ひと組を残し次年度役員候補名簿が示されるとと
もに、新年早々の1月12日に平成26年度衣川台自
治会役員三役選出の検討会を行うことが決定され
ました。平成26年1月12日の新年度組長候補者に
よる検討会は、平成25年度自治会三役もオブザー
バーとして参加し、真剣に協議を重ねましたが新年
度三役決定に至りませんでしたので、1月19日に
再度の検討会を開き、ようやく新年度の三役を選出
しました。引き続いて、新年度三役選出の該当組で
は繰り上げ組長を役員選出細則に則りそれぞれ選
出を終えました。
平成26年1月26日には、新年度三役、組長、繰り

上げ組長も含めた新年度全役員により自治会事業
を執行する役割分担、すなわち、総務部、環境保全
部、文化体育事業部の所属と役割分担を協議し決定
しました。平成26年度衣川台自治会役員と役割分
担表（案）は別表の通りです。
衣川台自治会

の役員選任は、
平成26年3月
下旬に開かれま
す衣川台自治会
総会審議を経て
決定となります
が、すでに今年
度自治会役員と
新年度役員との引き継ぎ（役割毎の引き継ぎ、自治会
備品棚卸しと引き継ぎなど）をおこなうとともに、自治
会総会に提案される事業計画（案）や予算（案）を新
年度役員にて策定作業が進められています。
平成26年3月23日に新年度の衣川台自治会総会

が開かれます。新たな自治会役員の皆さんをサポー
トするためにも、今年度の自治会活動と収支につい
て、新年度の事業計画や収支見込みについてなど活
発な議論を展開することが望まれます。
新年度役員の皆さんに期待を込め、やむを得ぬ委

任状は除き、可能な限り多くの自治会員皆さんの総
会へ出席を実現しましょう。�（総務部長　永井茂一）

新年度の役員に期待

役職名・所属部 役　　　割 組 氏　名
会 長 自治会事務総括 9 鵜飼　哲雄

副 会 長
環境保全部長

7 池上　　淳
連絡道路建設推進担当

副 会 長 総務部長 15 石原　正宏
副 会 長 文化体育事業部長 13 井上　　豊
会 計 経理（予算・会計）担当 3 庵原　清和
会 計 監 査 経理監査 13 尼崎　省二

幹 事 総 務 部 副部長：衣川台だより等広報担当 6 中川　　禊
幹 事 総 務 部 書記 4 鷲尾　初士
幹 事 総 務 部 掲示板・住居板・印刷機管理 3 堀　　重雄
幹 事 総 務 部 北自治会館担当 2 津谷美雅子
幹 事 総 務 部 南自治会館担当 14 草野　顕之
幹 事 環境保全部 副部長：環境整備・防犯担当 7 土井　能充
幹 事 環境保全部 ゴミ衛生・公園管理担当 15 高橋　潤利
幹 事 環境保全部 街路灯・カーブミラー担当 12 加藤　　稔
幹 事 環境保全部 副部長：体育文化活動担当 10 古澤　弘信
幹 事 文化体育事業部 体育文化活動担当 13 廣川　　守
幹 事 文化体育事業部 体育文化活動担当 5 硲　　達成
幹 事 文化体育事業部 体育文化活動担当 1 蔵敷　健次
幹 事 文化体育事業部 体育文化活動担当 11 四方　正江
幹 事 文化体育事業部 体育文化活動担当 8 川本　忠充
幹 事 文化体育事業部 体育文化活動担当 9 津野　　洋

平成26年度衣川台自治会役員と役割分担表（案）

衣川台だより

衣川台自治会平成25・26年度
新旧合同役員会（平成26年2月16日）
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市道北3603号線道路改良（通学路）工事（第1工
区）は、平成25年10月1日から一部完成した歩道の
供用開始となり、引き続き平成26年1月22日から
車道工事が始まりました。平成26年1月27日付け
至急回覧で衣川台の皆さんへお知らせしました通
り、今年の3月末日に工事完了予定です。
第２工区について大津市からの説明では、工事区

間の土地所有者と工事方法について折衝中のため、
工事開始時期が判明しない状況とのことです。
一刻も早い全面着工を期待するとともに、工事中

の皆さんのご協力をお願いいたします。
なお、工事に関するお気づきの点は即刻ご連絡いただきますよう重ねてお願いいたします。

（環境保全部長・連絡道路建設推進担当　大前幹紀）

衣川台自治会が発足して間もない昭和55年
（1980年）度の自治会行事を撮影した映像を皮
切りに、平成19年度まで32年間、衣川台自治会
行事の撮影記録を収めたDVD24枚が、平成26
年2月衣川台の篠川 達さん（3組）より衣川台自
治会宛に寄贈されました。
特定個人を撮影したものではなく、春祭り、夏

祭り、運動会、ソフトボール大会、バレーボール大
会、野球大会、ハイキング、文化祭、講演会、防災訓
練等々衣川台自治会行事に参加している住民の
皆さん全員が撮られており、ひとり一人の表情は
行事に参加している喜びがあふれ出て、すべての
ショットは誠に美しい画面ばかりです。
衣川台南自治会館竣工式典や衣川台老人ク

ラブ設立総会、第25回衣川台老人クラブ記念総
会、衣川天満宮菅原道真公神忌1100年祭など
の貴重な記録も撮影されており、諸先輩の方々
が衣川台に尽くされた様子は手に取るようにわ
かります。残念にも他界された先輩自治会役員
の活動状況や、祭り神輿の引き手として行列に
加わっている幼子たちが成長し、今日の衣川台
自治会行事の要となっている様子を見ると、如
何に自治会行事の大切なことかと再認識させら

れる映像が多くあり
ます。
寄贈されたDVDは

大切に保管するとと
もに、南自治会館や北
自治会館での映写が
簡易にできるよう、また、衣川台自治会をはじめ
衣川台子ども会、衣川台老人クラブなど自治会
傘下団体で有効に活用されるよう期待します。
なお、従前から保有しています衣川台自治会

の春祭り、夏祭り、運動会のビデオテープ（回覧
用）は、今回の寄贈品に含まれていますので別途
保管いたします。� （広報担当　田中正彦）

車道工事３月末に完成を目指す

篠川 達さんより「衣川台30年の映像」寄贈

愛用のカメラで今も撮り続ける篠川達さん、敏子さん夫妻
（平成26年2月24日）

大型ショベルで作業中の第1工区車道部
（平成26年2月18日）
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衣川台自治会　行事の記録　DVD
1 2

DVD番号 西暦年 和暦 枝番 行事内容 映写時間 DVD番号 西暦年 和暦 枝番 行事内容 映写時間

NO-1

1980 昭和55年 1 衣川台ソフトボール

NO-11

1996 平成   8年 1 衣川台春まつり

2 衣川台ハイキング 2 衣川台夏まつり

1981 昭和56年 3 堅田学区ソフトボール 1997 平成   9年 3 衣川台春まつり

4 堅田学区運動会 4 衣川台夏まつり

1982 昭和57年 5 衣川台春まつり
NO-12

1998 平成10年 1 衣川台夏まつり

6 衣川台老人会設立 1999 平成11年 2 衣川台夏まつり

7 衣川台夏まつり

NO-13

2000 平成12年 1 衣川台春まつり 17分

8 運動会練習写真 2 衣川台夏まつり 41分

NO-2

1983 昭和58年 1 衣川台夏まつり 8月20日昼の部 2001 平成13年 3 衣川台春まつり 20分

2 衣川台夏まつり 8月20日夜の部 4 衣川台夏まつり 47分

3 衣川台夏まつり 8月21日夜の部

NO-14

2002 平成14年 1 衣川台春まつり 30分

NO-3

1983 昭和58年 1 衣川台春まつり 　稚児行列

2 バレーボール大会 　神輿巡行

3 親子ソフトボール大会 2 衣川台夏まつり 54分

4 堅田学区運動会　前編
NO-15

2003 平成15年 1 衣川台春まつり 40分

5 堅田学区運動会　後編 2 衣川台夏まつり 78分

6 堅田学区少年野球大会
NO-16

2004 平成16年 1 衣川台春まつり 45分

NO-4

1984 昭和59年 1 衣川台春まつり 2 衣川台夏まつり 74分

2 衣川台夏まつり
NO-17

2004 平成16年 1 仰木の里学区運動会（衣川台） 36分

3 堅田学区少年野球大会 2 衣川台文化祭 講演:原田隆司氏 56分

4 堅田学区運動会
NO-18

2005 平成17年 1 衣川台夏まつり 69分

NO-5

1985 昭和60年 1 衣川台少年野球お別れ試合 2006 平成18年 2 衣川台夏まつり 59分

2 衣川台春まつり

NO-19

2005 平成17年 1 第1回　防災訓練

3 衣川台少年野球大会 2 第2回　防災訓練

4 堅田夏まつり 3 第3回　防災訓練

5 衣川台夏まつり

NO-20

2006 平成18年 1 地震体験 18分

NO-6

1986 昭和61年 1 衣川台親子運動会 2 防災訓練 13分

2 衣川台夏まつり 3 心肺蘇生処置実習 32分

3 堅田学区運動会

NO-21

2007 平成19年 1 第25回衣川台老人クラブ記念総会 45分

4 衣川台南自治会館竣工式 1982 昭和57年 2 第1回衣川台老人クラブ設立総会 30分

5 祝　もちつき大会 2007 平成19年 3 衣川台オアシス お花見会 17分

NO-7

1987 昭和62年 1 衣川台夏まつり NO-22 2007 平成19年 衣川台春まつり 31分

1988 昭和63年 2 衣川台春まつり NO-23 2007 平成19年 衣川台夏まつり 106分

3 衣川台夏まつり

NO-24

2002 平成14年 衣川天満宮　

4 衣川台文化祭 菅原道真公神忌1100年祭

1989 昭和64年/ 5 衣川台春まつり 伊勢太神楽

平成 元年 6 衣川台夏まつり 1 鈴の舞、剣の舞 6分

7 堅田学区運動会 2 剣の舞、四方の舞 7分

NO-8

1990 平成   2年 1 衣川台夏まつり 3 扇の舞 8分

1991 平成   3年 2 衣川台春まつり 4 跳の舞、皿の曲、水の曲 6分

3 衣川台夏まつり 5 吉野舞 6分

NO-9
1992 平成   4年 1 衣川台夏まつり 6 神来舞、楽々の舞 5分

1993 平成   5年 2 衣川台夏まつり 7 魁曲 7分

NO-10

1994 平成   6年 1 衣川台春まつり

2 衣川台夏まつり

1995 平成   7年 3 衣川台春まつり

4 衣川台夏まつり

注記：映写時間空欄は調査中であり、判明次第記載する。



4

皆さん、衣川台自治会のホームページをご覧になったことがあるでしょうか。
このホームページの中には、衣川台自治会の歴史や活動などとともに自治会や自

主防災部の規約等も掲載されています。自主防災部の規約や防災基本計画には、自
主防災部の構成は衣川台の全世帯を部員とすると書かれ、運営の要となる災害活動
員は全部員の中から公募により選任すると定めています。幸いにも重大災害が発生
していませんので災害時の応急活動実施は未だありませんが、平時の活動として防
災訓練、啓発普及活動、資機材点検活動、町内パトロールなどを活動員が中心となり
おこなっています。
しかし、衣川台の皆さん一部には、日々の生活が多忙や高齢などの理由で、自主防災活動に参加できないという方

が増えている現象が発生しています。
一方、大きな災害はいつやってくるかわかりません。さらに、衣川台と仰木の里の間に連絡道路が建設中の山の

掘削された側面を見ると、堅田累層と呼ばれる湖沼と湿地性の砂層と泥層の砂泥互層や、大きな断層跡と思われる
箇所が見られます。
堅田断層のリスクは低いという報道もありましたが、東日本大震災や阪神淡路大震災等の大きな地震で事前に

予報が出たことはありません。残念ながら、まだ地震予測することはできないのです。
日頃からひとり一人が防災についての知識を持ち、訓練することがいざという時

の、防災・減災、そして「命」につながるのではないでしょうか。大津市の防災理念は、
「市民・地域・まちの防災力を高め、災害に強く安心・安全に暮らせる大津の形成」です。
ひとり一人が自らの安全は自らで守という自覚を持って行動することを基本に、自主
防災意識を育てて地域の結束を高め、「自助」、「共助」と「公助」が連携し、災害に強い
「安心」「安全」な衣川台を築いていきましょう。

日頃より、衣川台子どもたちの登下校見守りや子ども会活動へのご協
力をいただき、ありがとうございます。
早いもので今年度の活動も、小学校を卒業する子どもたちと今春小学

校１年に入学する子どもたちへの歓送迎会を残すのみとなりました。春祭り、夏祭りや毎月の廃品回収作業な
どへ、衣川台の沢山の皆さんにご協力いただくとともにお支えていただいたことにより何とか進めることがで
きました。至らないことが多々あったと思いますが、温かく見守ってくださり感謝しています。
これからもどうぞよろしくお願いいたします。なお、今年１月から大津市において「紙ごみ」回収が始まりま

したが、大津市広報“おおつ”に掲載の通り「お住まいの地域で集団資源回収がある場合はそちらに出してくだ
さい。」を、衣川台子ども会で引き続き取り組みます。子ども会の運営資金の一助として活動しますので、毎月
１回の古紙回収にご協力をくださいますよう重ねてお願いいたします。１年間、ありがとうございました。
� 衣川台子ども会 会長 西本かおり

「自助・共助・公助」連携した衣川台を目指そう

温かい、子どもたちへの
見守りに感謝

衣川台自主防災部　筆頭副部長　中村十規人

民生委員児童委員　衣川台北担当　飯田雅史 11組　田村　重喜
日ごとに春めいて心のときめく季節となりました

が、皆さまいかがお過ごしでしょうか。
わたくしたち民生委員児童委員は、生活に困って

おられる家庭や保護を要するひとり親家庭、児童、心
身に障害のある方、および高齢者などあらゆる方々
の困りごとについて相談をお受けしております。
福祉に関わることに限定はしておりません。お困

りのことについては、幅広く取り組ませていただい
ております。少しでも困りごとのお手伝いができれ
ば、この上ない喜びとしております。お気軽に相談
いただくことを願っております。
自宅TEL	 ０７７－５７３－３６４０
携帯TEL	 ０９０－８９３１－３１８１

平成25年12月に民生委員児童委員の大役を厚
生労働大臣から委嘱されました。何分にも未経験で
あり皆様のお役にたてるかどうか心配ですが、諸先
輩に教えを乞いながら頑張っていこうと思っていま
す。人生、楽あれば苦ありとか申します。楽しいこ
とは多いほど、苦しいことはない方が良いと誰しも
思いますが幾度かの試練が待っています。
「苦しい時こそ誰かに救いを求めるチャンス」と云
います。そんな時に頼って頂けるような活動ができ
ればと思っていますので宜しくお願いします。
自宅TEL	 ０７７－５７３－５００４
携帯TEL	 ０９０－９９８３－８０４８

困りごとの相談待っています 頼られる民生・児童委員をめざす

（通学路）法面の断層

仰木の里連絡道路（通学路）法面
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衣川台自治会に老人クラブが誕生したのは昭和
57年（1983年）、ざっと40年前になる。衣川台北
自治会館に20数名の面々が集まり決起大会を開い
ている写真がそれを物語っている。以来10周年、
20周年、そして30周年と年月を経て伝統と歴史を
つみ重ねてきた高齢者の自治会公認の1団体であ
り、会員の誇りとしているところである。
もちろんクラブと言え単なる集まりではなく、れ
っきとした組織であり目的や構成、総会や月々の例
会などを文書で明示した「衣川台老人クラブ規定」
がある。その目的には会員相互の親睦と福祉の向
上とあり、サクセスフルエイジング（生きがいのあ
る老後の実現）を目標に活動する団体である。その
実現のため冠（かんむり）事業として教養、健康、社
会奉仕の3本の柱があり、これをもとに過去1年間
多彩な活動を展開してきた。
只今この趣旨に賛同された会員が70名を少々切
るが、男女比は半々、やや“後期高齢者”の集まりと
なるが決して世にいう“社会的弱者”の集まりでは
ない。健康で、かつ自立した生活を可能とする明る
い高齢者たちの集まりで、そのパワーと健全ぶりは
自治会の諸活動の中での自明の理であろう。
その独特の色合いと香りの様は、会員の宮崎芳郎
氏の第45回日展（2013）の作品「秋彩」にみること

が出来る。色鮮やか
なみどり色を基調に
どこまでも真っ直ぐ
に伸びる線と線、それ
が交わる構図にわが
衣川台老人クラブの
活動が重なり合って
いるように思えて実
に妙である。（作品参
照）
とはいえ、社会の様相が急速に“少子高齢社会”に
変わりつつあり地域の砂粒化問題が指摘されてい
る。高齢者に限ってみても交通事故や災害あり、オ
レオレ詐欺、介護問題等々が顕在化してきており、山
積する新しいクラブの課題と認識している。まず解
決の鍵となる“人”という大事な社会資源の欠落を指
摘する専門家が少なくないが、“相互扶助”、これを
ボクは“3のあい”呼び換えて“助け合い、許し合い、
分かち合い”を老人クラブの活動の軸足に展開して
いきたい。今こそ老人クラブの存在が社会的実験と
検証（エビデンス）の場となっていることを肝に銘じ
つつ日々の活動に生かしていきたいと思っている。
2014年の初夢と、1年間衣川台自治会からの物心
両面のご支援に心より感謝して筆を下ろす。

新年早々に衣川台自治会長より「平成26年を迎
えて」の回覧文書を拝見しました。その中には、年
末に実施された歳末助け合い募金のお礼が述べら
れ、101,596円という多額の浄財が衣川台の皆さ
んから募金されたと述べられています。
12月25日、仰木の里学区社会福祉協議会木下豊
司会長が私たちのボランティア「衣川台オアシス」
を訪ねてくださり、学区社会福祉協議会が実施した
平成25年度歳末助け合い運動共同募金の配分金
20,000円を交付していただきました。募金活動
は大津市全域で実施されており、大津市内にある特
別養護老人ホームや通所・共同作業所への支援と
ともに、仰木の里学区内の募金目的に合致したサー
クル団体などへ配分され、今年は高齢者支援（ふれ
あいサロン他）、子育て支援、障害者支援、学区内の

福祉事業各種団体の4グループ（23団体）へ配分さ
れたと伺いました。
衣川台皆さんの浄財が私たちへ還元されたもの
であり、ありがたく感謝を申しあげます。
衣川台オアシスは、サロンに参加される皆さんか
ら参加費をいただき運営するのが中心ですが、リサ
イクル・アルミ缶回収金とともに歳末助け合い募
金配分金は貴重な運営資金の一助となっています。
衣川台オアシスは平成13年9月発足しましたが、仰
木の里学区社会福祉協議会より平成15年度以降毎
年歳末助け合い共同募金配分金の交付を受けてき
ました。長年にわたり皆さんからの浄財の恩恵を
いただきましたことに重ねてお礼申しあげます。
ありがとうございました。

衣川台老人クラブここにあり

歳末助け合いの浄財に感謝

衣川台老人クラブ（みどり会）　会長　山口信治

衣川台オアシス　代表　田中正彦
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今年のお題は“静”と決まり、先般宮中歌
会初めで名句の数々が披露されておりまし
た。第26代・観世清和謹曲の小謡にも“動
は静を秘め、静は動の極みにあり”と吟じ
ています。我らの衣川台文化ホールでも、
新春の1月4日に謡初めとして観世流初心
謡本の中から、“鶴亀”、“竹生島”などを謡いまし
た。木曜日の夕方または土曜日の午前中、静か
にお家に居るならば、ちょっと動いて外出しま
せんか。どなたでも是非お越しください。

12組の八十九翁・三林隆夫先生から、我ら数
人が教わっておりますのでご一緒して下さい。
未経験者大歓迎ですよ。動くのは今でしょ！
ここに御題にならって一句・・

＝＝静けさや　堂（ドウ）に響ける　翁の声＝＝

かわらばん
こんにちは。異世代間交流をめざす、サー

クル寺子屋です。いつもご協力ありがとう
ございます。
新年早々、南自治会館に於いて『百人一首

大会（源平合戦・100首取り）』を行いました。
参加者；小学生15名・大人4名、8チー

ム作り4ヶ所で対戦しました。
小学生は自分の覚えている札を懸命に

取り、大人の方は「さっき何処かで見たの
に？？」と、
札探しに悪戦苦闘・・・。年齢も性別も

超えて、白熱した大会となりました。
詠み手は翁扮する北見繁男さん。100首

にも及ぶ札を朗々と詠み上げて下さり、本当

にありがとうございました。
今回で3回目となる百人一首大会は、回を

重ねる毎に参加者が増えております。
これからも恒例行事として行っていきた

いと思います。
他にも、お茶会・大人のための絵本読み語

り（音楽にのせて…）などの恒例行事もござ
います。
企画は自治会掲示板にてご案内いたしま

す。皆様のご参加お待ちいたしております。

サークル寺子屋スタッフ　9組  星川  弘美
14組  吉田  祥代
2組  須藤  洋子

静は動の極みにあり
衣川台謡曲同好会(松韻会)

平成25年度幹事・安藤 實(10組)

三林隆夫先生（前列中央）の米寿を祝う松韻会の皆さん
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平成25年度衣川台自治会役員からメッセージ

衣川台自治会のホームページぜひご覧ください！  
『衣川台だより』はカラーで製作していますが、残念ながらみなさんへはリソグラフ印刷（白黒）の
全戸配布です。文字も虫メガネが必要と思っている方も多いでしょう。ぜひとも、パソコンからイ
ンターネットで衣川台自治会のホームページを開いて下さい。
　　　　衣川台自治会ホームページ　http://www.kinugawadai.com/
　鮮明なカラーの「衣川台だより」がご覧になれます。

自治会役員の負担軽減検討を
自治会長　田村重喜

平成25年1月の役員選出会義ではお互いに牽制し
合い、重い役から逃げ腰でしたが、アレヨアレヨという
間に自治会長に選出され1年が過ぎました。その間、春
祭り、夏祭り、秋の運動会と大きな行事も皆様のお力添
えで何とか乗り越えることができました。そして今、
平成26年度役員の方々に引き継ぐことができました。
これも皆様のおかげと感謝しています。
そんな中で思うことは、自治会の運営が会員の減少

等で難しくなってきているということです。今年度も、
高齢、更には自治会役員の負担等の理由で退会があり
ました。
そこで、この問題に歯止めを掛ける必要があると思

いますが、自治会役員のルーチンワークの中で解決す
るのは非常に難しいことです。別途、専門委員会等で
検討する必要があるように思います。昨年末より民生
委員児童委員の委嘱を受けましたので、皆様と一緒に
考えて行ければと思っています。本当にありがとうご
ざいました。

初の自治会三役、無事に終える
副会長・文化体育事業部長　中村浩二

ここ衣川台に住み始めて15年近くになります。初
めての組長業務で、いきなり自治会三役・副会長という
大役を、どうにかこなすことが出来たものと思っていま
す。今まで顔くらいしか知らなかった方々とも自治会
行事を通して話をすることが出来たことは、いま思い返
せば良い経験が出来たと思います。
１年間、自治会の皆さんをはじめ自治会役員さん、傘

下団体の公園愛護会、みどり会、子ども会などの皆々さ
ん、文化体育事業部業務を一緒にさせていただいた役
員さん、本当にありがとうございました。

すばらしい衣川台を再認識
副会長・総務部長　永井茂一

この一年間、初めて自治会役員となり、また副会長・
総務部長まで務めさせていただき、多くの学びと大変良
い経験をさせていただくことが出来ました。地域のコ
ミュニティーのための春祭りや夏祭りなどの各行事の
開催、広報誌等による情報共有、道路やゴミ出し場所の
保全など、『快適で住み良い街づくり』のために、こうし
て様々な活動が30年以上継続されてきて、今日のこの
『素晴らしい衣川台』があることを再認識いたしました。
ありがとうございました。

多彩な自治会活動を理解
２組長　堀部史男

衣川台入居して34年、２回目の組長当番ですが今ま
では仕事にかまけて関心がなく「総てお任せの33年間
だったが今回は自分でやろう」と取り組んだ１年間で
した。
衣川台南自治会館を担当し、年間を通じ多彩な自治

会活動が少し理解できたつもりです。これからは多少
なりとも活動に参加していきたいです。

大変な「宝」と思う１年間
13組長　藤本俊夫

長いような、短いような、１年が「ようやく」と言おう
か「あっという間に」と言おうか、とにもかくにも終わ
りました。なにぶんにも年を取っていますので、皆様
の手足まといにならないようにと、そしてこの衣川台
に住んでいるからには、少しはお役に立ちたいとの思
いでやってまいりました。
お陰様で皆様に助けられながら、役目は全うできた

のではないかと自己満足しております。今までお話し
したこともなかった方ともお知り合いになれたこと
は、大変な「宝」だと思っています。
有難うございました。

平成26年３月下旬の衣川台自治会総会で任期を終える平成25年度衣川台自治会役員の皆さんからメッ
セージが寄せられました。
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　衣川台だより等広報担当として年間4回（5月、9
月、12月、3月）の「衣川台だより」発行を終えま
した。前年度担当者横山誠一郎氏から引き継いだ
資料（フロッピーデスク）を基に編集作業を始めま
したが、写真、表、イラストの貼り付けや大きさの変
換、段組や縦書き等々パソコンの基本を習得してい
ない状況でしたので、終盤には松田八郎氏に駆け込
み編集の支援を受けようやく印刷にたどり着く有
り様でした。印刷作業では、リソグラフ印刷機の試
し印刷は写真が白黒で何が写されているか判別で
きず、外部のコピー機でカラー印刷を、衣川台南自
治会館コピー機で白黒印刷をと種々試した結果を
踏まえ、自治会役員会での承認を受けコピー機印刷
としました。（5月）
　9月は、コピー機印刷の費用と外部発注と比較し
た結果は大差がなく、読みやすいことに重点を置
き、自治会三役会議の決済を受け㈱京都新聞印刷に
発注しました。12月は、可能な限り原稿締め切り

日を印刷直前までとして、大筋の編集は広報担当で
おこない、詳細の編集作業は印刷会社でサービスし
ていただきました。掲載記事は、平成20年度から
前年度までの5年間の各号記事を一覧表にまとめ
て、各回掲載記事（案）を自治会定例役員会で審議の
うえ皆さんへの投稿依頼としました。記事内容は、
自治会事業計画や報告、傘下団体同好会からのメッ
セージや民生・児童委員、少年補導員、子ども安全
リーダーなど公職関係者からのメッセージは大変
重要ですが、衣川台に住んでいるお一人お一人から
の意見も大切だと思います。時には反対意見が、次
には賛成意見が掲載記事に表れ、いずれも衣川台の
将来に向けた大切な意見としてとらえられれば、
「衣川台だより」を通じて益々元気な衣川台全体に
発展するものと思われます。新年度も「衣川台だよ
り」がさらに賑々しくなりますように。ご協力あり
がとうございました。

（広報担当　田中正彦）

平成25年度仰木の里学区などへの要望に「掲示

板が老朽化し押しピンが外れて掲示物が剥がれる。

又、落ちたピンが危険なので更新してほしい」との

要望がありました。更には平成25年9月の台風18

号風雨で掲示物が全て剥がされるというトラブル

が発生しました。　　　

これらのことから平成25年度の事業計画にはな

い案件でしたが、衣川台自治会役員会で更新を決定

しました。

大津市に補助金を申請し、この度更新が完了しま

したので報告します。現在、衣川台には5基の掲示

板がありますが、全てサッシ付になり掲示物の剥が

れはなくなりました。

（総務部担当）

新年早々、衣川台

6組～ 7組東側の竹

藪の伐採作業を有志の方で実施していただきま

した。更には降雪による倒伏で道路に枝が覆い

被さって危険な状態にもなり、衣川の地主様に伐

採をお願いしました。その際、長年にわたり投棄

されたいろいろな廃棄物（自転車、タイヤ、空き缶

等）が散乱しているのが発見されました。投棄し

たのは全て衣川台にお住まい方ではないと思い

ますが、今後このようなことがないよう看板を設

置しました。ゴミ不法投棄がおこなわれないよ

う、衣川台の皆さんでお互いに注意をお願いしま

す。� （環境保全部担当）

ゴミ不法投棄をなくしましょう

編 集 後 記

掲示板を更新 （衣川台北自治会館前）


